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機能情報の確認
ご使用のソフトウェア リリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ
ているとは限りません。 最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ
びソフトウェア リリースの Bug Search Tool およびリリース ノートを参照してください。 このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト
を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索
するには、Cisco Feature Navigator を使用します。 Cisco Feature Navigator には、http://www.cisco.com/
go/cfn からアクセスします。 Cisco.com のアカウントは必要ありません。

VLAN トランクの前提条件
IEEE 802.1Q トランクは、ネットワークのトランキング方式について次の制約があります。

• IEEE 802.1Q トランクを使用して接続している Cisco スイッチのネットワークでは、スイッチ
はトランク上で許容される VLAN ごとに 1 つのスパニングツリー インスタンスを維持しま
す。 他社製のデバイスは、すべての VLAN でスパニングツリー インスタンスを 1 つサポー
トする場合があります。
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IEEE 802.1Q トランクを使用して Cisco スイッチを他社製のデバイスに接続する場合、Cisco
スイッチは、トランクの VLAN のスパニングツリー インスタンスを、他社製の IEEE 802.1Q
スイッチのスパニングツリー インスタンスと結合します。 ただし、各 VLAN のスパニング
ツリー情報は、他社製の IEEE 802.1Q スイッチからなるクラウドにより分離された Cisco ス
イッチによって維持されます。 Cisco スイッチと分離された他社製の IEEE 802.1Q クラウド
は、スイッチ間の単一トランク リンクとして扱われます。

• IEEE802.1Qトランクに対応するネイティブVLANが、トランクリンクの両側で一致していな
ければなりません。 トランクの片側のネイティブ VLAN と反対側のネイティブ VLAN が異
なっていると、スパニングツリー ループが発生する可能性があります。

• ネットワーク上のすべてのネイティブVLANについてスパニングツリーをディセーブルにせ
ずに、IEEE 802.1Q トランクのネイティブ VLAN 上のスパニングツリーをディセーブルにす
ると、スパニングツリー ループが発生することがあります。 IEEE 802.1Q トランクのネイ
ティブVLAN上でスパニングツリーをイネーブルのままにしておくか、またはネットワーク
上のすべての VLAN でスパニングツリーをディセーブルにすることを推奨します。 また、
ネットワークにループがないことを確認してから、スパニングツリーをディセーブルにして
ください。

VLAN トランクについて

トランキングの概要
トランクとは、1 つまたは複数のイーサネット スイッチ インターフェイスと他のネットワーキン
グ デバイス（ルータ、スイッチなど）の間のポイントツーポイント リンクです。 イーサネット
トランクは 1 つのリンクを介して複数の VLAN トラフィックを伝送するので、VLAN をネット
ワーク全体に拡張できます。

トランクを設定できるのは、1 つのイーサネット インターフェイスまたは EtherChannel バンド
ルに対してです。

（注）

トランキング モード
イーサネットトランクインターフェイスは、さまざまなトランキングモードをサポートします。
インターフェイスをトランキングまたは非トランキングとして設定したり、ネイバー インター
フェイスとトランキングのネゴシエーションを行ったりするように設定できます。 トランキング
を自動ネゴシエーションするには、インターフェイスが同じ VTP ドメインに存在する必要があり
ます。

トランク ネゴシエーションは、ポイントツーポイント プロトコル（PPP）であるダイナミック ト
ランキング プロトコル（DTP）によって管理されます。 ただし、一部のインターネットワーキン
グ デバイスによって DTP フレームが不正に転送されて、矛盾した設定となる場合があります。
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関連トピック

トランクでの許可 VLAN の定義, （9 ページ）

トランク ポートでの負荷分散
負荷分散により、スイッチに接続しているパラレル トランクの提供する帯域幅が分割されます。
STP は通常、ループを防止するために、スイッチ間で 1 つのパラレル リンク以外のすべてのリン
クをブロックします。 負荷分散を行うと、トラフィックの所属する VLAN に基づいて、リンク間
でトラフィックが分散されます。

トランク ポートで負荷分散を設定するには、STP ポート プライオリティまたは STP パス コスト
を使用します。 STP ポート プライオリティを使用して負荷分散を設定する場合には、両方の負荷
分散リンクを同じスイッチに接続する必要があります。 STP パス コストを使用して負荷分散を設
定する場合には、それぞれの負荷分散リンクを同一のスイッチに接続することも、2 台の異なる
スイッチに接続することもできます。

STP プライオリティによるネットワーク負荷分散
同一のスイッチ上の 2 つのポートがループを形成すると、スイッチは STP ポート プライオリティ
を使用して、どのポートをイネーブルとし、どのポートをブロッキング ステートとするかを判断
します。 パラレル トランク ポートにプライオリティを設定することにより、そのポートに、特
定の VLAN のすべてのトラフィックを伝送させることができます。 VLAN に対するプライオリ
ティの高い（値の小さい）トランク ポートがその VLAN のトラフィックを転送します。 同じ
VLAN に対してプライオリティの低い（値の大きい）トランク ポートは、その VLAN に対してブ
ロッキング ステートのままです。 1 つのトランク ポートが特定の VLAN に関するすべてのトラ
フィックを送受信することになります。

関連トピック

STP ポート プライオリティによる負荷分散の設定, （15 ページ）

STP パス コストによるネットワーク負荷分散
トランクにそれぞれ異なるパス コストを設定し、各パス コストをそれぞれ異なる VLAN 群に対
応付け、各 VLAN でポートをブロックすることによって、VLAN トラフィックを分散するパラレ
ル トランクを設定できます。 VLAN はトラフィックを分離し、リンクが失われた場合に備えて冗
長性を維持します。

関連トピック

STP パス コストによる負荷分散の設定, （20 ページ）

機能の相互作用
トランキングは他の機能と次のように相互作用します。
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